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雜錄 Miscellaneous 

〇くろむえふらん卜むらさきむえふらん二就テ（土井美夫） 

「自然科學と撺物館」ノ本年9月號「無葉綠植物」ノ記事ヲ見ルトくろむえふらん卜むら 
さきむえふらんトガ夫々別種トシテ取扱ハレテ4ルガコノ兩者ハ同種---屬スルモノ ノヤウ 
デアル。後者ニツイテハ1929年正宗嚴敬氏ガ屋久鳥植物誌中二簡單デ、ハアルガ屋久烏品 
ヲ type トシ Lecanorchis purpurea Mas —4 Mune , sp . nov . トシテ flos purpureus , ノ言己載 
ヲ添へ發表シテ 4 ル.〇從ツテ本田正次氏ガ1931年二紀州產ヲ type トシテ發表シタくろむ 
えふらんハ詳シイ記載ヲ#ツテオ-ルガ殘念乍ラソノ異名.トナル。筆者ハ1935年8月5日 
屋久鳥ノ南側ノ潤葉樹林帶 C 高度約汉 )0 m 前後）デ、やぐしまらん.う A まつさう、.ほんご 
うさう、しろしゃくじゃう等卜典二む b さきむえふらんノー群落---ツイテ觀察採集ヲ試ミク 
ガ生品デハ花ハ紫色、莖ハ紫色ヲ帶ビタ黑色ヲ呈シカナリ光澤ヲ有シテ4夕〇コノ採集品 
ノー部ハ同年9月前川丈夫氏ヲ煩ハシくろむえふらん卜比較シテ頂イクガ折柄東大植物學 
敎室移轉ノ忙シイ中ニモ係ラズ直チニ | n ] —種デアルトノ御返事ヲ下サツタ。 .1 937年8月薩 
摩國ノ北部=アル遠矢岳二まやらんノ調査二行キ同所デモむらさきむえふらんヲ得夕。コ 
ノー部ハ京都帝大ノ大井次三郞氏二送リ同氏ヨリモ紀州ノくるむえふらん卜同一種デアル 
トノ御返信ヲ頂イタ 0 尙筆者ノ手許ニハ米丸三熊君ガ出水町ノ紫尾山麓デ採集シタモノ 
ガアル。本田博士 ノ日本植物名彙ヲ見ルトくろむえふらんガ省カレテヰテむらさきむえふ 
らんガ载ツテキル。前者.ヲ後者ノ異名トシテ除カレタモノト思ハレルガ正式二異名二下サ 
レテ斗ナキノデー寸記シタ次第デアル。終リニ前川學士ぐ大井博士二厚ク感謝ノ意ヲ表シ 

マソ 、 0 .. 

Lecanorchis purpurea Masamune , in Prelim, fiep. Yeg. ifakusima, p . 60 
(1929) ; Tenran Gakujutukenkiuhin Mokuroku (Kagosimaken) I, p. 18(1935); 
Honda , Nom. PI. Jap., p. 496 (1939). 

Lecanorchis nigricans Honda in Bot. Mag . Tokyo XLV, p. 470 (1931 )j JSTemoto , 
FI. Jap. Suppl.,p. 1125 (1936) syn. nov. 

Nom. Jap. Mwasal ： i-mvydran (G. Masamune ). 
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•亞種名 ノ取扱'ヒ ニ 就テ（北川 政 夫） 6 S 0 


HalD. Kiusiu : Prov. Osumi: エ sL fakusima. (Typ. loc.) Prov. Satnma : Mt. 
Toyadake, Mt, Sibisan. 

Distr. HoMiu: Prov. Kii, Iwadamura. (Y. Doi.) 

〇亞種名ノ珉扱ヒニ就テ（北川政夫） 

種名ヲ亞種名二變更スル場合ニソノ種名■ヨリ先二發表サレタ種以下ノ格ノ名ヲ起用セズ 
最初ノ種名ヲ亞種名=用ヰル人ガ多イ〇例へバ最近館脇博士ハかせんさうノ學名ヲ次ノ如 
ク變更サレテキル 。：. ノ .. / 

Inula salicma L. subsp. Kitam^rana Tatewaki. comb. 110 v. 

Inula involucrata Miquel in Ann. Mus. Bot. Lugcl.-Batav. II (1866) ， 171 ， 
(non Kalen). 

Inula salicina L. var. asiatica KitiA-MURA in Act. Phytotax. et Geobot. II. 
(1833), 44. : 

Inula Eitamurana Tatewaki in Bull. Ees. Exp. For. Hok. Imp. Univ, X 
(193.5), [146 ].’， 

，卽チかせんさうヲ Inula salicina Li - nn^us ノ蓝種卜考ヘル揚合 var . asiatica ノ名ヲ 
選バズ：ソレヨリ後二發表サレタ Tmla Kitamiirana ナル種トシテノ名ヲ用キラレテヰル。 
コレガ租 ニ ハド、ウモ腑二落チナイ點デアル。一體亞種トノ、何力。私ハ亞種ハ何處マデモ亞 
種デ'アッテ種デ'ノ、ナイ喾ダト思フ。コレヲ地方的ノ種デアルト考ヘルナラバソ .レ ハ誤!；デ 
アラウ。地方的ノ種ハ又別ニアル答デ、亞種ハ種卜異リ亜種相互ノ間二出來夕子孫ハ必ズ 
繁殖力 ( Fertility ) ヲ有スルト云フ理論的ナ根據ガナクテノ、ナラ ヌ。'タトへ一 般ノ分類墨 
者が—々實驗遺傳學的ナ實驗ヲナサズ暫定的ナ說ヲ出シテモソノ取扱ヒノ v 必ズ理論的二矛 
盾ノナイ方法ヲ採ルべキデアラウ。亞種ガ種以下ノ格デアル以上、.他ノ變種ヤ品種等卜同 
格二取扱フノガ至當デコレヲ特別ナ考へデ律スルノハヨクナイト思フ。同一種類ノモノ■ヲ 
或人ハ種卜考 へ、 或人ハ亞種卜考ヘル ノノ 、ド チラカガ k ズ誤リデナクテハナラ ヌ。 種卜種以 
下ノ單位トハ遺傳學的二嚴然タル區別ガアルノダカラ、我々分類學者ハコノ點充分ノ思慮 
ヲ拂フ必要ガアル。種ャ種以下ノ單位ノ槪念二對シテ動物學者ノ考へハ非常：^進 ミ、 カャ 
ウナ問題二熱心ナ人ガ多イガ植物學者殊二分顧學者ハ考へガ封建的デ種ノ問題二對シ.テモ 
消極的 デアル ノ ハ殘念デ アル。力、ル 問題ハ 別 $今蠢二解決サルべキモノ デ ハナ イケレ' ド 
モ、コレニ 對シテ方法論的 二 常二着實ナ步ヲ進メ テ 行カナタ テハ 分類學ノ進步ハ望 マ レナ 
イノデハナイダラウカ。準ネ別ノ群ヲ專門二硏究 スル 人々ノ 、何ヨ リモ先グカ 、ル 問題 二關心 
ヲ持チ自己ノ論說二理論的ナ根據ヲ特ッテ進ンデイタダカナクテハ私ノヤウナ地方植物硏 
究者ハ 何日 定マノ-レトモ解ラヌ學名.ノ ■混亂ニタダ戶惑ヒ スルバカ'!) デアル。生物ノ命名規約 
モカウシタ問題ヲ大體定 ステカラデナクテ ン、迫カガ薄イ。 

〇ひんじがやつリ臺灣二産ス（鈴木時夫、飯尾正） 

フィリッピン ニハおほひんじがやつ！ K ひんじがやつ炒ノ_2種ノひんじがやつり屬ヲ產 
スルカ.’、薹灣デハおほひんじがやつ9 ノ產スルコトハワカッテ4タガ、ひんじがやつり.ノ、夫 
ダ發見サレテヰナカッタ。筆者等ノ、4度ひんじがやつりガ臺灣二產スルコトヲ明カニシダ 
此處=報吿スル所以デアル。 
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